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資 料

1970 年代 イギ リス 視覚障害教育に お けるイ ン テ グ レ ー シ ョ ン を め ぐる

　　　　　　　　　　　　　　議論 とその特徴

宮内　久絵

　本研 究は 、 1970年代 に イギ リ ス の視覚障害教育 にお い て 展 開され た イ ン テ グ レ ー

シ ョ ン をめ ぐる議論 を 、 2 つ の 主要雑誌を元 に整理 した 。 イ ン テ グ レ
ー

シ ョ ン をめ ぐ

る議論は 1973年 ご ろ か ら見 られ 始め、1975年をピー
ク に活発化 した 。 三 分 した議論

を整理する と、盲学校 における分離教育が 視覚障害児に とっ て最適な教育環境だ とす

る分離教育 を支持する意見、通常学校 で の 教育すなわ ちイン テ グ レ
ー

シ ョ ン が最適 な

環境だ とし、 盲学校 の 存在を認め ない フ ル ・イ ン テ グ レ ーシ ョ ン を支持する意見、そ

して 両者の 中間に あた る盲学校 とイ ン テ グレ ーシ ョ ン の 共存を支持する 意見が あ っ

た 。
い ず れ の 立場 も、イ ン テ グ レーシ ョ ン の 教育的 ・社会的意義、お よび視覚障害児

が教育を受ける上 で 必要 となる支援 に つ い て は共通 した意見を有 して い たが 、支援が

提供で きる場 やイ ン テ グ レ
ー

シ ョ ン の 恩恵を受ける対象 にお い て 相違が み られ た 。

キ
ー ・ワ

ー
ド　イン テ グレ ーシ ョ ン　 イギ リス　視覚障害教育

1．は じめに

　本研究は 、 1970年代 にイ ギ リ ス
L｝

の 視覚障害

教育にお い て展 開 された イ ン テ グ レ ーシ ョ ン を

め ぐる議論の 具体的内容 に つ い て 、2 つ の 主要

雑誌を整理する こ とに よ り究明す る こ とを 目的

とする 。

　イギ リス は 、 諸外 国の 中で もい ち早 くイ ン ク

ル ーシ ブ教育 に着 目し 、 その 実現 に向けて法的

整備を進め て きた国で ある 。 それゆえ、日本に

お い て もイ ギ リス の イン ク ル ーシ ブ教育の 制度

や 実際、そ の移行経緯に焦点をあて た研 究が 積

極的 に 進め られ て きた （新 井 ，
2000 ；河合 ，

2007 ；徳永 ， 2005）。

　イ ン ク ル ーシ ブ教育は、各国 の 文化的 ・社会

的背景 を反映 した もの で あ るた め、そ の 意味や

目的は国に よ っ て 異 なる ことは周知の とお りで

筑波大学人間系

ある 。 したが っ て 、イ ギ リス の イ ン ク ル ーシ ブ

教育 をよ り深 く理解す る た め に は歴 史的分析 、

とりわけイ ン ク ル ーシ ブ教育の 源で あるイ ン テ

グ レーシ ョ ン が提唱 され た時期か らの 分析が 欠

かせ ない 。 さらに 、 イギ リス 国内で は て ん か ん

児や 聴覚障害児 な どの 障害種 は 、 1950年代 中

期か らイン テ グ レ
ー

シ ョ ン が積極的に実施 され

て きた一方 で 、 視覚障害児 に つ い て は、1970年

代初頭の 段階で は実 に 9 割の 視覚障害児 （全盲

児）が 寄 宿制 の 盲学校 で 学 ん で い た 。 Morris

and 　Smith （2007）に よれば 2007年現在 、 初等教

育段 階で は視覚障害児の 72％ が 通常 学校で 学

ん で い るが （Morris ＆ Smith，2007）、こ うした

変化 が 本格 化 した の は 1980年代に な っ て か ら

で あ っ た 。
つ ま り、 障害種に よ っ て イ ン テ グ レ

ー

シ ョ ン の 実施時期 が大 きく異 なっ て い る の で あ

る。これ は、障害種別ご とに イン テ グ レーシ ョ

ンへ と移行 した経緯や 目的に相違が ある こ とを

示唆 して お り、 障害種別 ご と に見て い くこ とが
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イギ リス の イ ン ク ル
ー

シブ教育の 解明に は必要

と言える 。

　本研究が焦点 をあて る視覚障害 は 、 上述 の 通

りて ん かん や 聴覚 障害等 と比較 し て イ ン テ グ

レ ーシ ョ ン の実施が 遅か っ た 障害種 で あ る 。 そ

の 理 由の
一

つ に は視覚障害 と い う障害特性が 関

係して い る よ うに思わ れる。 視覚障害は 障害の

特性上 、 点字や歩行な どの 特別 なカ リキ ュ ラ ム ・

指導法が必要で あるた め、通常学校で 展 開され

る カ リキ ュ ラ ム や 指導法 と の 軋轢が よ り顕著に

表れ る こ と が 容 易 に 想 像 で き る。Oka 　and

Nakamura （2005） も、 アメ リカ合衆国にお い て

1990年代 に発 生 したあ らゆ る分離 的形態 を否

定す る フ ル ・イ ン クル ージ ョ ン 論 とその 議論 を

明 らか に した論文の 中で 、視覚障害 を 、 フ ル ・

イ ン ク ルージ ョ ン論 に真 っ 向か ら反対 した障害

種 として 紹介 して い る （Oka＆Nakamura ［2005］

551）Q

　 こ の よ うに通常学校で 学ぶ 際 に困難 を伴 う視

覚障害教育 に焦点 をあて 、 そこ で生 じた議論 を

明らか にする こ とは 日本の 視覚障害教 育の あ り

方だ けで な く、 同 じく特別なカ リキ ュ ラ ム ・指

導法 を必要 とする重度 ・重複障害児な ど他の 障

害児 の 教育 の あ り方に も示 唆を与え る と考 え

る 。

　本研 究が 焦点を当て る 1970年代は 、 イギ リ

ス 国内で 視覚 障害児の 教育の 場 をめ ぐる検討が

積極的に行わ れた 時期で あ っ た。当時、視覚障

害児は 5歳か ら 16歳 まで の 義務教育期 間を寄宿

制の 盲学校や 弱視学校で過 ごす の が
一

般的で は

あ っ た が、 1950年代 に未 熟児網膜 症 に よる視

覚障害児の 爆発的増加に 伴い 規模の 拡大 を図 っ

た盲学校の 多 くが 、 定員充足率 の低迷 に直面 し

て い た 。 また 、 他の 障害種 で はイ ン テ グ レ ー
シ ョ

ンが進み つ つ あ っ た上、政府 も全国的なイ ン テ

グ レ
ー

シ ョ ン の 実行に向けて 検討を進めて い た

の で ある 。 こ うした 背景 の もと 1968年 に イ ン

テ グ レーシ ョ ン を含め視覚障害教育の あ り方 を

再検討する こ とを 目的 とした諮問委員会が 設置

さ れ 、1972年 に は そ の 成果 を 綴 っ た 報 告 書

（Education　of　the　visually 　handicapPed： report 　of

the　committee 　of　enquiry 　appointed 　by　the　Secretary

of 　State　for　Educatien　and 　Science　in　October，

1968）、 通称 バ ー
ノ ン報告 （Vernon　Report）が

発行 され る c さ らに翌年に は バ ーノ ン 報告に対

する意見書が 障害当事者団体 よ り提 出され、イ

ン テ グ レ ー
シ ョ ン の 是非が議論 される こ と とな

る 。

　 1970年の イギ リ ス の 視 覚障害教育に 関連す

る先 行研究は、国内外 と もに 、 French （2006）

な らび に宮内 （2012） に よる もの があ る程度で

あ り、い ずれ もイ ン テ グ レ ーシ ョ ン をめ ぐる議

論の 詳細 につ い て は明らか に して い な い
。

　本研究は文献研 究であ る 。 主 な資料 は Teacher

ofthe 　Blind（1970−1979）及び New 　Beacon （1972−

1979）で ある 。 New 　Beaconとは 1917年に 、 全

国盲人協会 （National　lnstitUte　for　the　Blind
， 現在

の 王 立 盲人協会） に よっ て発刊が開始され た月

刊誌 で ある 。 New 　Beacon の 購 読者 は 、 視 覚障

害児者の 教育 ・医療 ・福祉 にかかわる専 門家 を

始め 、失明傷痍軍人 を含む視覚障害当事者や視

覚障害児 の 保護者で あ っ た 。 教育 の み な らず、

視覚障害者の 就労や生活全般 にか かわ る情報 を

扱 う雑誌 と して 知 られる 。

　
一

方Teacher 　of 　the　Blindは、イギ リス 国内の

盲学校教 員 の 養成 を
一

括 して 行 っ て い た盲学校

教員養成協会 （College　of 　Teachers　of 　the　Blind）

が発行す る雑誌で ある 。 同機 関で は職業訓練部

門 ・施設の 専門教員の 養成 も併せ て 行 っ て い た

た め 、 雑誌 に掲載 され る記事は教科教育か ら職

業教育 まで と幅広 い 。 読者は視覚障害当事者を

含 む視覚障害教育 ・福祉 分野 に携 わ る専 門家で

あ っ た 。 両雑誌 を対象 とした理由は 、 第
一

に イ

ギリ ス 視覚障害教育 ・福祉分野 を代表す る全国

誌で ある こ と、第二 に こ れ らを組み 合わせ る こ

とに よ っ て 教育 ・福祉分野の 専 門家の み ならず 、

視覚障害当事者や保護者の意見を把握する こ と

が 可能 とな り、当時の イ ン テ グ レ ーシ ョ ン をめ

ぐる議論 を多面的に解明する こ とが 可能 となる

か らである。

　雑誌記事の 抽出にあた っ て は 、 まず、 目次か

ら視覚障害児の 教育の 場や 、 イン テ グ レーシ ョ
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1970年代 イギ リ ス 視覚障害教 育に お け る イ ン テ グ レ
ー

シ ョ ン をめ ぐる 議論 とその 特徴

ン に 関連す る記事 を選 定 した 。 なお 、 1960年

代 は 「イ ン テ グ レ
ー

シ ョ ン 」以外に も 「オープ

ン ・エ ジ ュ ケーシ ョ ン （open 　education ）」など

の 呼称が存在 した ため 、 表現 に と らわ れ る こ と

な く、教育の 場に 関連する記事 を幅広 く選定す

る よ う心掛けた 。 目次か らは判断で きない もの

（例 えば投書欄 ［letters］ な ど）につ い て はすべ

て の 記事 に 目を通 した 。 その うえで 内容 を  イ

ン テ グ レ
ー

シ ョ ン の定義 、   対象 、   具体的方

法 、 そ して  イ ン テ グ レー
シ ョ ン実施 の教育 的・

社 会的意義の 4 つ の 観点か ら分析 した。さ らに、

可能な限 り、投稿 者の 詳細 （職業，性 別，視覚

障害の有無）も合 わせて整理 した 。

1．視覚障害教育に おけるインテグレーシ ョ ン

　　議論の 発生 とその 背景

　 2 つ の 雑誌 に お い て 1970年代 に掲載 され た

イ ン テ グ レ
ー

シ ョ ン に 関連する 記事 は、計33

編 で あ っ た 。 時系列 に整理 す る と 、 1970年か

ら 1972年まで の 期間 に掲 載 され た もの はな く、

1973年に な っ て 4編 、 そ して 1974年 に は 6 編

と増加 して い く。 1976年に は 最 も多い 12編 の

記事が投稿 されて い る 。 しか し、そ の 後 は再び

減少 し、1976年に は 8 編、1977年 に は 3編 と

なる 。 こ れが 1970年代 にお い て イ ン テ グ レ
ー

シ ョ ン に関する記事が掲載された最後の 年 とな

る 。

　1973年、すなわ ちイ ン テ グ レ
ーシ ョ ン に 関

す る記事が最初 に散見され る よ うに なっ た年の

内容を整理する と、これ らは基本的 に、バ ー
ノ

ン 報告 （1972）に 関する意見や感想 と共 に イン

テ グレ ーシ ョ ン に つ い て 触れ られた 内容 となっ

て い る 。

　バ ーノ ン 報告 とは、先 述の 1968年に教 育省

の 要請を受けて設置 され た諮問委員会が 「盲児

及び弱視児の 学校及び教育サ
ービス の形態 を見

直し 、 勧告 を行 うこ と」を 目的 と して 4 年の 歳

月をか け て 作成 した報告書で あ っ た。同報告書

は、視覚障害児教育の 在 り方を盲学校制度の み

な らず 、 医療 、 福祉 サービ ス 、 さらに教員養成

の 在 り方 な ど総 合的 に再 検討 した もの で あ っ

た 。 バ ー
ノ ン 委員会が政府 に提出 した勧告に は 、

既存 する盲学校 と弱視学校を統廃合 し、可 能な

限 り多くの 視覚障害児が 自宅か ら 1 時間以内で

通学で きる範囲に盲学校 （弱視学校 と統合 した）

を再配置する とい うもの があ っ た （Department

ofEducation 　and 　Science， 1972）。
つ ま り、従来の

分離教育 を前提 と した勧告 を行 っ た の で ある 。

こ の 時期に よせ られ た記事 は眼科医で あ っ た

Hartcourt（1973）に よる もの を始め 、
バ ーノ ン

委員会の 専門性の 高さと調査 に対する献身的 な

姿勢 を高評価 し、勧告の 内容 を全面的に支持す

る内容の もの が多い （AS ［1973］202；Hartcourt

［1973］226−227；Jones＆ Hechel［1973］　118）o

　 と こ ろ が 1974年以 降に なる とバ ーノ ン 報告

に対する批判的意見がみ られ る よ うに なる 。 投

稿記事の 数も 1974年には 6編、翌年 にはその 倍

の 12編に増加 して い る。1974年以降に投稿 さ

れた記事 を合 わせ る と実 に 30編 に 及ぶ 。 掲 載

され た多 くは投書欄 に寄せ られた記事で あ り、

個 人や 団体同士 に よ る 意見の 対立が 顕著で あ

る 。

　バ ーノ ン 報告の 是非に 関する議論 を起 こ す

きっ かけを作 っ た の が 、 1973年に盲弱視教員学

生協会 （Association　of 　Blind　and 　Partially　Sighted

Tea。hers　and 　 StUdents以下 、
　 ABAPSTAS ）が盲人

連合 （National　Federation　of 　the　Blind）との 連名

で 当時の 教育大 臣に提出した バ ーノ ン 報告へ の

覩 書 （Comments 　on 　the　Vernon 　Report）で ある。

100ペ ージか らなる意見書 は 、
バ ーノ ン報告 を

批判 し、 盲学校 の 廃校 とす べ て の 視 覚障 害児

の イン テ グ レーシ ョ ン 、
つ まりフ ル ・イン テ グ

レ ーシ ョ ン を主張 した 。 同意見書は 1974年の

Teacher　of 　the　Blindにお い て 2 ペ
ー

ジにわ た っ て

紹介された （A ．S．匚1974］109−llO）。

　 1974年 以降 に投稿欄 に よ せ られた記事 30編

の うち、ABAPSTAS の 意見、すなわ ち フ ル ・

イ ン テ グ レ ー
シ ョ ン を 支持する もの は 12編、

バ ーノ ン 報告を支持 し、分離教育 の 維持 を主張

す る もの は 13編で あ っ た。両者の 意見は真 っ

向か ら対立 を続 けた が 、 ユ976年ご ろ か らは 二

者択
一

で解消す る問題で はない として通常学校
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と盲学校の両者が必要不可欠で ある と主張する

内容の 記事が 散見 され る よ うに なる 。 1979年

ま で に掲載され た もの の うち 4編が それ に該当

する （Fig．1）。

　残念 なが ら投稿者が視覚障害当事者 で あるか

否か に つ い て 判断で きな い 記事も多い が、1974

年以 降に掲載され た記事 30編の うち、把握で

きた もの だ けで も当事者に よ る もの は 12編で

あ っ た 。 投稿 された記事 の 内容 か ら分析す る と、

その 中で フ ル ・イ ン テグ レーシ ョ ン を支持 した

の は 7人 であ っ た一
方で、盲学校の 存在が不可

欠だ と主張 した の は 5 人 （分離教育を支持 した

投稿者 1人 ， イ ン テ グ レ ーシ ョ ン と盲学校 の 両

立 を支持 した投稿者 4 人）で あ っ た 。 限 られた

投稿数か ら得られた結果で は あるが 、い ずれ の

立場 に も視覚障害 当事者 は存在 した と言える。

皿．イ ンテグレーシ ョ ン議論の 内容 とその特徴

　 1 ．三 つ の主張 における共通点

　こ こ まで見て きたよ うに 、 視覚障害児の イン

テ グ レ
ー

シ ョ ン をめ ぐっ て は大 きく次 の 3 つ の

主張に分か れ た 。

一
つ は盲学校 で の 教育が視覚

障害児 に とっ て最適 な教育環境だ とする分離教

育 を支持 する 意見で あ り、2 つ 目は通常学校で

の イ ン テ グ レーシ g ン が最適 な環境で あ り盲学

校の存在を認め な い フ ル ・イ ン テ グ レーシ ョ ン

を支持す る意見 、 そ して 3 つ 目は両者の 中間に

あた る盲学校 と通常学校で の イン テ グ レ ー
シ ョ

ン の折衷 を支持する意見で ある 。 それ ぞ れ の 意

見を整理 する と、一
見対極 にあ る 、 分離教育支

持者 とフ ル ・イ ン テ グ レ ーシ ョ ン支持者の 間 に

は、実は 、 共通 した考 えが存在す る 。

　共通点の 一
つ 目は分離教育の デ メ リ ッ トとイ

ン テ グ レ
ー

シ ョ ン の教育的 ・社会的意義に対 す

る認識で ある 。 イ ン テ グ レ ーシ ョ ン 支持者 は 、

視覚障害児が 障害の な い 子 どもと同様に 幼少期

か ら親や 地域 コ ミ ュ ニ テ ィか ら離 れる こ とな く

教育 を受ける こ とは基本的権利 として保障され

るべ きだ と主張 した （Avis ［1975］20；Paberzs

匚1976］16；Wells 匚1976］290；Wilkinson ［1976］

14
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　 G− −
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　 出版 年

鰹 そ の他

矚 盲学校及びイン テグ レーション の 両方を支持

鬮 分離教育支持

幽 イン テ グレ
ー

ション 支持

　　　 Fig．1　 1970年代に掲載された記事数とそ の 内容

出典 ：Teacher　of 　the　Blind（1970−1979）；　New 　Beacon （1972−1979）よ り筆者作 成 ．
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14）。 その 理由 と して 例 えば、多 くの 大学進学

者 を輩 出 した ウ
ース タ ー盲 学 校 （Worcester

School　for　the　Blind）の 卒業生 White（1975）は 、

自身が 卒業後、 コ ミ ュ ニ テ ィ へ の 帰属意識が な

い こ とに苦悶したこ とに言及 し、寄宿制盲学校

で 学ぶ こ とは 、 どんなに質の 高い 教育を受けた

と して も同年代 の 晴眼児 と の 差異 を埋 め る こ と

は で きず、 む しろ差異 をよ り顕著にす る と して

い る （White ［ユ975コ8）。 また 、 音楽家で視覚障

害当事者で あ っ た James （1974） も、幼少期か

らすべ て の 子 どもが 同 じ環境 で学ぶ こ とに よ っ

て の み 、 晴眼児は視覚障害児が 「正常 （nomlal ）」

で ある こ とを理解 し、 また視覚障害児 自身もそ

う思 える よ うに なる こ とを述 べ て い る （James

［1974］237）o

　
一

方、分離教育支持者 も、子 どもを家庭や地

域社会か ら離 さざるを得な い 寄宿制盲学校には

「明 らか な欠点 が あ る 」 と述 べ て い る （John

Aird　Schoo1［1975］56；Horn，　Bignel1，　Mattew，

Pope
，
＆ Wood ［1975］294；Vernon ［1973］198−

1999）。 さ らに イ ン テ グ レーシ ョ ン には、晴眼

児 との 交流 を通 じ、社会的 自立を図 る 上 で 不可

欠 な社会性 や順応性の 習得を促す こ と も指摘 し

て お り、 こ うした 認識 は盲学校 と通常学校で の

イ ン テ グ レーシ ョ ン の 折衷 を支持す る人 々 の 問

で も共通 した （Humpston 匚1975コ122−123；John

Aird　School ［1975］56 ；Williams［1976］37−38）

　 二 つ 目の 共通点は 、 視覚障害児が学ぶ 上 で 必

要 となる 支援 に関す る見解で ある 。 分離教育支

持の 立場 をと る視覚 障害教育関係者の 間で は 、

視覚障害 、 特に盲児の 場合に は晴眼児 と比較 し

て 発達が 遅れ る と い うこ とが 共通認識 だ っ た

（Vemon ［1973］198；Goddard ［1976］36）。つ ま

り視 覚障 害児 と晴 眼児 で は 明 らか な差異 が あ

り、彼らの ニ ーズ に応 じた特別 な教育環境、す

な わ ち 、 専門的知識 を持 つ 教員や教材教具の 整

備 が 不可欠 だ と い う認識が 強か っ た （Horne ，

Bignell，　Mattews，　Pope，＆ Wood ［1975］294；John

Aird　School ［1975］56−57）。

　
一
方、イ ン テグ レ

ー
シ ョ ン 支持者も決 して視

覚障害児の 教育が 、 晴眼児 と全 く同様 の 環境 で

保 障 さ れ る とは 述 べ て い なか っ た （Hughes

［1975］12；Milligan［1976］14）。 例えば ABAPS ］rAS

創 設者 で イ ン テ グ レ ーシ ョ ン 経験 者で あ っ た

Milligan（1976）は、イ ン テ グ レーシ ョ ン を実現

させ る条件 と して 、 視覚障害に理解 の ある通常

学校を選定し、特別 な教材教具 と、視覚障害教

育の 専門資格を持つ フ ル タイ ム の 教員が 配属 さ

れた特別教室 （special 　unit ） を設置す る こ とを述

べ て い る 。 同時 に 、 その 実現 には分離教育 と同

様 に コ ス トが か か る こ と に も言 及 し て い た

（M ｛Iligan［1976］14）。

　 2．3 つ の主張 にお ける相違点

　 こ の よ うに 3 者に は共通点 も見 られ た が、相

違がみ られた の も事実で ある 。 それで は どの 視

点 に お い て 相違が み ら れ た の だ ろ うか 。

　 一
つ は前述 した 2 つ 目の 共通点に関連 して い

る。すで に見て きた ように、教育環境 をめ ぐっ

て特に専門教員や教材教具の 必要性に つ い て の

意見は共通 して い たが 、 実際 に こ うした支援 内

容が どこ で 、 どの ように して提供可能なの か に

つ い て は根本的相違が あ っ た 。 例 えば分離教育

支持 者が 断固 として 主張 し続けた こ とは、視 覚

障害児に は特別 な教育的配慮が必要で ある こ と

に加え、低発生 頻度障害で あるが ゆ えに そ の 配

慮 をすべ て の 通常学校 に い きわ た らせ る こ とは

困難である こ との 二 点だ っ た （Hartcourt［1973］

228；Hewitt［1976］68 ；Vernen ［1973］198）。分

離教育を支持 し 、 盲学校 内の 職業訓練部 門の 教

員で あ っ た Hewitt （1975） も、 低発生 頻度障害

の 視覚障害児は 、 晴眼者が圧倒的多数 を占め る

環境 で は 「二 流市民 （second 　class 　citizen ）」 と

し て 冷遇 され る こ と を警告 し て い る （Hewitt

［ユ975］17）。他方で イ ン テ グ レ
ー

シ ョ ン 支持者

は、通常学校に特別教室 を設置す る こ とに よ り

イ ン テグ レー
シ ョ ン は十分可能だ と断言したの

であ っ た 。

　 2 つ 目の 相違は イ ン テ グ レ ー
シ ョ ン の 対象者

に関する考えで ある 。 イ ン テ グ レ
ー

シ ョ ン 支持

者は 、イ ン テ グ レー
シ ョ ン の 恩恵 を受ける の は、

重複障害を除 くす べ て の 視覚障害児で あるとし

た 。 その 一方で 、 分離教育支持者 は、イ ン テ グ
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レ
ー

シ ョ ン を実施する とすれ ば、そ の 恩恵 を受

ける の はあ くまで 家庭環境 に恵 まれ 、 なおかつ

知的 ・精神 レ ベ ル ともに優れた少数の 視覚障害

児に 限 られ る と主張 した の であ る （Humpston

［1975］123 ；Snider［1974］203 ；Williams［1976］

37）。 例 えば 、 イ ン テ グ レーシ ョ ン の 先駆地で

ある ア メ リ カ合衆 国出身の視 覚障害当事者 で 、

イギ リ ス 5年ほ ど滞在 して い た Snider （1974）

は 、 イ ン テ グ レ
ー

シ ョ ン の 成功の 鍵 を握 る の は

保護者の 教育へ の 関心度で ある と経験者 として

の 意見 を寄せ て い る （Snider［工974］203）。 また

7 歳 で 失明 し 、 その 後盲学校 で の 教育を受けた

当事者で 、分離教育 とイン テ グレ ーシ ョ ン の 折

衷 を支持 して い た Williams （1976）は 、 イ ン テ

グ レ
ー

シ ョ ン で 成功するの は、他者との差異が

際立 つ コ ミ ュ ニ テ ィ で 、 自 ら帰属意識を築 い て

い くこ とが で きる子 どもに 限 る と して 精神的成

熟度の 重要性 を指摘 して い る （Witiams ［1967］

37−38）。全盲男児の保護者で あ っ た Ferris（1977）

も、イ ン テ グ レーシ ョ ン で うま くい く子 どもと

そうで ない 子 どもがい る と主張 して い た （Ferris

［1977］　10）0

　 3 つ 目の 相違は イ ン テ グ レー
シ ョ ン支持者が 、

教育の 重要な要素として 高い 志や 強 く柔軟な精

神 力の 涵養 を掲 げて い た 点で あ る。 イ ン テ グ

レ ーシ ョ ン を支持 して い た Miliiganらは視覚 障

害者の 多 くが、晴眼者と同等ある い はそれ以上

の ス キル と能力 を併せ 持 つ に も関わ らず 、 実際

に は 、 平均的な国民 よ りも低賃金で 社会的地位

の低 い 職業 に甘 ん じて い る と述べ 、問題視 して

い た （National　Federation　of 　the　Blind＆ Association

of 　Blind　and 　Partially　Sighted　Teachers　and 　Students

［1973］9−11）。 そ の 打開策として彼 らは 、 視覚

障害児 に 高 い 志 を有す る よ う仕向ける 「教育的

励まし （educational 　boost）」を与える こ とを挙げ

て お り、またそれ は、多 くの刺激が得 られ るイ

ン テグ レー
シ ョ ン を経験するこ と で 可能 だ とし

た 。 さらには、視覚障害の ような重度の ハ ン デ ィ

キャ ッ プを持つ 者が晴眼者中心の 競争社会で 生

き抜 くた め に は 、 高 い 適応能力と強 く柔軟な精

神力を併せ 持つ こ とが重要で あ り、 これ は柔軟

性に長 けた幼少期 に晴眼児 と切磋琢磨 して学ぶ

中で の み体得で きる と主張した （Hughes ［1975］

13：Paberz［1976］15−16）。

　 なお 、分離教育支持者 も社会性や社会適応能

力の 習得の 重要性 に言及 して お り、家族や地域

コ ミ ュ ニ テ ィ か ら の 分離 は盲学校教育の紛 れ も

ない 「欠点」だ と して い た 。 しか し、こ の 欠点

は 、 通常 学 校 との 交 流 や 平 日寄 宿 シ ス テ ム

（weekly 　boarding）を採用 する こ とに よ っ て あ

る程度補 うこ とが で きる とい うの が彼 らの 主張

で あ っ た 。 また 、 中に は Chandler （1976）の よ

うに社会性等の 習得は、盲学校卒業後、すなわ

ち晴眼児者 と肩 を並 べ て 学習や就労 に従事する

の に必要 な基礎 能力 ・技 能 を身 に付 け た後 で

あっ て も十分可 能で あ る と主張 した者 もい た

（Chandler［1976コ37）。

　 こ うして 議論は平行線の まま進み 、後 に感情

的対立まで も生む 。 分離教育支持者を代表する

盲 学 校 ・弱 視 学 校 校 長 会 メ ン バ ー Horne や

Godfrey （1977）は、イ ン テ グ レ
ー

シ ョ ン 支持

者の 主 張 を 「無知な非専 門家集 団」に よる 「狂

乱 した議論」 と糾弾 し、 また 、 視覚障害当事者

で あ っ た Chandler （1976） も、 盲学校で 提供す

る同 じ質 の 支援が通常学校で も可能で ある とす

る彼 らを、「夢想 家」 と言 い 放 っ た （Chandler

［1976］37 ；Godfrey ［1977コ175 ；Horne
，
　Bignell，

Mattews，　Pope，＆ Wood ［1975］293）。

一
方、 イ

ン テ グ レーシ ョ ン支持者もまた 、

一
部の優れた

視覚障害児に の み イ ン テ グ レーシ ョ ン が有効 と

して、依然、盲学校教育 を支持す る分離教育支

持者を 「専門家中心主義的」で、「パ トロ ン的」

と非 難 した の で あ っ た （Milligan 匚1976］15；

Paberzs　［1976］15）0

　 3 ．イン テ グレ ーシ ョ ン をめ ぐる議論とその

　　　特徴

　 こ こ まで三 者の 間の 共通点 と相違点 とを整理

して きた。こ の議論が平行線の まま進み 、 感情

的対立 まで も生 ん だ の は 、 何 よ り、 3 つ 目の 相

違点 、 す なわ ちイ ン テ グ レーシ ョ ン 支持者 が 、

高 い 志や 強 い 精神力の 涵養を学校教育の 重要 な

要素として位置づ け 、 さらにそ れが通 常学校 に
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お い て の み 習得可能 として い たこ とが挙げられ

よ う。 そ れ ゆ え支持者に と っ て は盲学校が た と

え 、 通常学校 との 交流や平 日寄宿 シ ス テ ム を採

用 して い た と して も不十分 で あ っ た 。 加 えて 、

すべ て の 視覚障害児が い ずれ は社会に 出る こ と

に鑑 みれ ば、精神 ・知的 レベ ル の 高低に関係 な

くイ ン テ グ レーシ ョ ン の 対象 とな る ことが肝要

で あ っ た 。

1V．おわ りに

　 1970年代 イ ギ リ ス に お い て 視覚障害児の イ

ン テ グ レ ーシ ョ ン をめ ぐる議論 は 、
バ ーノ ン報

告 （1972）とバ ーン報告に対する意見書 （1973）

の発 行 を皮切 りに活発化 した 。 議論 は大 き く、

分離教育支持者 と 、 イ ン テ グ レーシ ョ ン 支持者 、

そ して 盲学校 とイ ン テ グ レーシ ョ ン の 折衷 を支

持す る者 の 3 つ に分かれた。い ずれ の 立場 もイ

ン テ グ レ
ー

シ ョ ン の教育的 ・社会的意義、お よ

び視覚障害児が教育 を受 ける上 で 必要 となる支

援 につ い て は共通 した意見 を有 して い た が 、 そ

の 支援 が提供で きる場や イ ン テ グ レ ーシ ョ ン の

恩恵 を受ける対象者に つ い て 相違が み られ た 。

こ の 根底 にはイ ン テ グ レーシ ョ ン支持者が、学

校教育の 重要な要素として強 い 精神力の涵養等

を位置づ けて お り、さ らにそれ が通常学校 にお

い て の み可能 と して い た こ とが あっ た 。

　 と こ ろ で 、 こ の 時代の イ ン テグ レーシ ョ ン と

類似の 様相は 、 現代 に お い て も見 られる 。 例え

ば イン ク ル ーシ ブ教育議論 も、あらゆ る分離的

形態 を否定す るフ ル ・イ ン ク ル ージ ョ ニ ス トと、

イン ク ル ーシ ブ教育 とい う理念 は支持 しつ つ も

分離的形態 も不可欠で ある とす る対極的意見が

併存 しなが ら展 開され て い る 。

　 しか し、 明 らか に異なる の は議論 の 内的要素

で あろ う。 本研究で 焦点 をあて た視覚障害教育

におけ るイ ン テ グ レー
シ ョ ン議論は 、 イン テグ

レ ーシ ョ ンが持 つ 社会的意義 を高 く評価 して支

持 して い た 者 と、分離教育支持者 とが対立 し続

けたが、議論 その もの は通常学校で の 支援内容

や そ の 具体的方法に まで に及ん だ 。

一
方、イ ン

クル ーシブ教育議論 は 、 その 概念 をめ ぐっ て は

活発 であ る もの の 、 具体的内容 や方法に つ い て

は未だ希薄で ある 。 こ れ はお そ ら く、イ ン ク ル ー

シ ブ教育が巨大 な教育
一

社会運動 である とい う

特徴 を持ち （中村 ・岡 ［2005コ17）、 また その 対

象範 囲 もすべ て の 社会的マ イノ リテ ィ と幅広 い

が た めで あろ う。 イ ン ク ル
ー

シブ教育を め ぐる

議論は、イ ン テ グ レーシ ョ ン議論以上 に複雑 さ

を伴 う 。

　今後の 課題 として次の 2 点を挙げた い 。 第
一

に視覚障害教育にお ける イ ン テ グ レーシ ョ ン を

め ぐる 議論を、今回対象 と した雑誌以 外の 雑誌、

特 に地方に点在 する慈 善組織 の 機関誌 など を併

せ て分析 する こ とで ある 。 先行研究で は 、 イ ン

ク ル ー
シブ教育 （運動）は、親や 障害当事者が

積極的に 関与 して い る こ と 、 さ らに彼 らが 自身

の 対抗勢力 と して それまで 主導的立場 に い た専

門家、健常者を挙げる こ とが一
つ の 特徴 と言 わ

れ て い る （中村 ・岡，2005）。 本研 究 で 焦点 を

あて た議論 にも当事者が多 く含 まれて い た こ と

か ら、 先行研究 を支持す る結果 とな っ た 。 しか

し
一

方で は 、 今 回 、 限 られ た資料 か らで はあ る

が 、 視覚障害当事者が イン テ グ レ ーシ ョ ン を支

持 して い た立場の みな らず、分離教育を支持 し

た立 場に も存在 して い た こ と も明らか とな っ

た 。
つ ま り、 視覚 障害児の イン テ グ レ ーシ ョ ン

議論 をめ ぐっ て は必ず しも「障害当事者」対 「専

門家」 とい う対立構図が存在 しなか っ た可能性

がある 。

　 第二 は、ほかの 障害種 における イン テ グ レ ー

シ ョ ン をめ ぐる議論 との比較で ある 。 とい うの

も、本研究で 明 らか に な っ た よ うに 1970年代

に主 要雑誌 に掲載 されたイ ン テ グ レーシ ョ ン 関

連の 記事は 計 33編で あ っ た 。 こ の 数 は、例 え

ば New 　Beacon には年間あた り120〜 140編 の 記

事が掲 載 され て い る こ とに鑑 みれ ば少 な い よ う

に も見え、視覚障害教 育界 にお い て イ ン テ グ

レ ー
シ ョ ン はそれ ほ ど大 きな議論にならなか っ

たと結論付ける こ ともで き る 。 こ の こ とは 、 冒

頭で触れた 視覚障害の イン テ グレーシ ョ ン の 実

施が他 の 障害 と比較 して遅か っ た要因に もな り

うるため、後 日を期 して検討した い 。

一 23一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Associat 二ion 　of 　Disability 　Sciences ，　Japan

宮内　久絵

註

1）本研 究で イギ リス と は 、 主 と して イ ン グ ラ ン

　　 ドに 限定して 使用す る 。

文献

Anonymous （1973）After　Vemon −address 　given　to　the

　 annual 　general　meeting 　of 　the　RNIB 　by　Thatcher，　M ．

　 The　1＞bw 　Beacon ，62，202−206．

Anonymous （1974）Reviews．　The　Teacher　qf
．
the　Biind，

　 62，109−110．

新井英 靖 （2000＞イギ リ ス の 「学習困 難児」 問題

　へ の 教 育的 ト リー トメ ン トに 関す る 一一
研 究一1950

　年代か ら1960年代の通常学校に お ける特別な教

　育の 展開過程を中心に．SNE ジ ャ
ー

ナ ル ，5（1），

　 56−78．

Avis
，
　M ．　J．（1975）Educatjonal 　provision　for　the

　 visualry 　handicapped．　The　Teacher　of 　the　Blind，64，

　 19−21．

Chandler
，
　E．　L ．（1976）Letters−integエation ．　The　New

　 Beacon ，60，37．

Department　ofEducation 　and 　Science （1972）The

　Eぬ C α’わnof ’he　visual ！y　handicapρed ：　Report　of 　the

　 committee 　of 　enguirp
’
appointed 　by　the　Secreta“y 〔ゾ

　State　for　Education　and 　Science　in　October，1968．　Her

　Majesty　Stationary　Office
，
　London ．

Ferris，　G ．（1977）Letters−integration．　The　Nevv　Beacon ，

　 61，10．

French，　S．（2006）An　oral 　histoりy　of 　the　education （ゾf
　 visual ！y　imρaired 　peoρ　le： Telling　stories ／b厂 inclusive

　futures．　E ．　Mellen　Press
，
　Lewiston．

Goddard ，　J．　W ．（1976）Letters−integration．ヱ
「
he　New

　 Beacon， 60， 36−37．

Godfrey，　A ．（1977）Integration　in　Education−2．　The　New

　 Beacon
，
61

，
173−175，

Harcourt ，　B ．（1973）The 　 needs 　of 　the 　 visually

　handicapPed．　The　New 　Beacon ，57，226−231．

Hewitt，　B，（1975）Integration−teaching 　a　manual 　skill．

　 The　Teacher （〜fthe　Blind，64，13−18．

Hewitt，　B，（1976）Letters−integration．　The 　New

　Beaeon
，
60

，
68−69．

HQrne ，　P．　Bignell，
　R ．G．

，
　Mattews ，　F，，　Pope，　J．B．，＆

　Wood
，
　J．（1975）Letters−integration．　The　New

　 Beacon ，59，293−294．

Hughes
，
　J．R ．（1975）Letters −integration．　The　New

　 Beacon ，59，12−13．

Humpston ，　W ，（1975）Headmasters 　Association： The

　education 　ofblind 　and 　partia艮Iy　sighted 　chil 〔齔en ，　The

　 Teacher　of 　the　Biind，63，
120−124．

James
，
　M ，R ．（1974）Letters −Braille　music 　and

　integration．　Theノ＞ew 　Beα con ，57，237．

John　Aird　School （1975＞Open ［etter 　on 　integrated

　 education ．　The　Teaeher　ofthe 　Blind
，
64，55−57．

Jones，　C．＆ Hechel，　B ，（1973）The　Vernon　Committee

　 Report：Comments 行om 　the　college 　ofteachers 　ofthe

　blind，　addressed 　to　the　Department　of　Education　and

　Science．　The　Teacher　of 　the　Bgind
，
61

，
　l　l7−121．

河合康 （2007）イギ リス に おけるイ ン テ グ レ
ー

シ ョ

　 ン 及 び イ ン ク ル
ージ ョ ン をめ ぐる施策 の 展 開．

　上越教育大学研究紀要，26，381−397．

Milligan
，
　M ．（1976＞Letters −integration．　 The 　New

　Beacon ，60，14−15，

宮内久絵 （2012） 1970年代 イ ギ リ ス 視覚 障害 当事

　著組織 ABAPSTAS の 創 設 とイ ン テ グ レ
ー

シ ョ ン

　要求 の 本質．障害科学研究 ， 36，
19−31．

Morris，　M ．＆ Smith，　P （2007）Educationat　provision

　プb厂 blind　andpartial ！y　sighted 　ehildren 　and アoung

　people　in　Britainr　2007．　Royal　National　Institute　f［〕「

　 the　Blind　people．

中村満紀男 ・岡典子 （2005）ア メ リカ合衆国 に おけ

　る フ ル ・
イ ン ク ル ージ ョ ン 論と障害マ イ ノ リテ ィ

　創出の 諸要素
一
視覚障害と分離の 観点か ら

一．心

　身障害学研究，29，17−33．

National 　Federation 　ofthe 　Blind ＆ Association　of 　Blind

　and 　Partia11y　Sighted　Teachers　and 　Students　（1973）

　Edueational　provisiOn　for　the　visuai ！y　handicapρed ，

　 comments 　on 　the　rernon　Report．

Oka ，　N ．＆ Nakamura ，　M ．（2005＞Criticisms　of 　full

　 inclusion　in　the　United　States　by　an 　organization 　for

　people　who 　are 　blind　and 　teachers 　of 　students 　with

　 visual 　disabilities．　The　Japanese　Journal　of 　Special

　 Edueation，42，547−558．

Paberzs，　M ，（1976）Letters −integration．　The 　IVew

　 Beacon，60，15−16．

Snider，　H ．（1974）Crossing　the　Atlantic　does　make 　a

　 difference．　 The　New 　Beacon ，58，203−207．

徳永豊 （2005）「特別 な教育的 ニ
ーズ」の 概念と特

　殊教育 の 展開 ： 英国に お ける概念の 変遷 と 我が

　国に お け る 意義 に つ い て．国 立 特殊教 育総合研

　 究所研究紀要，32，57−67．

Vernon ，　M ．　D ，（1973）Problems 　in　th 。　education 　of

一 24 一

N 工工
一Electronic 　 Library 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Associat 二ion 　of 　Disability 　Sciences ，　Japan

1970年代 イギ リス 視覚障害教育 に お ける イ ン テ グ レ
ー

シ ョ ン をめ ぐる 議論 とそ の 特徴

　visually　handicapped　children ，　The　IVew　Beacon ，57，

　 198−200，

W ¢lls，　J，A ．（1976）Letter−integration．窃 ¢ 瓶 βεαooη，

　61
，
290−291，

White，
「LH ．（1975）Letters−Chorleywood＆ WbrcesteL

　 The〈「ew 　Beacon，59，8＿9．

Wilkinson ，　B ．　J．（1976）Letters−integration，　The　New

　 Beacon ，60，13＿14．

Williams，」，（1976）Letters−integration．　The　New

　Beacon ，60，37−38．

　　　　　 2014．8．31受稿 、 2014．ll．19受理
一

一 25 一

N 工工
一Electronic 　 Library 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Association  oEDisabilitySciences,  Japan

J. J. Disa, Sci, 39, 17m  26, 2015

The Arguments on  Integrated Education  for the Visually Impaired  in the 1970s, England

HisaeMIYAUCHI

  The purpose of  the present  study  was  to clarify  the arguments  seen  in the 1970s, England regarding

integrated education  for the visually  impaired using  the two  journals; The  Teacher ofthe  Blind and  The

New  Beacon. Thc arguments  on  integration started  to be seen  from  1973 and  became  most  active  in

the  mid-70s.  Within the  different arguments,  the  fbllowing stances  were  seen;  the  stance  which

claimed  that school  for the blind is the most  appropriate  place to receive  all-rounded  education  and

emphasized  the  importance of  segregated  education,  the  stance  which  claimed  the  importance of

integrated education  and  demanded  closer  of  all schools  for the blind, and  the stance  which  claimed

the  importance ofhaving  the  flexibility on  where  visually  impaired students  are  educated.  All three

stances  understood  the sociaVeducational  significance  of  integrated education  and  also agreed  on  the

types of  support  needed  by the visually  impaired students  to receive  quality education.  However,

disagreement was  seen  on  where  the quality education  can  be provided and  whom  would  most  benefit

from integration,
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